
 

 

 

 

 

 

 

第 2114回例会 

2022 年 10 月 24日(月) 
海南商工会議所４F 12:30～ 

ゲスト卓話 海南青年会議所 

「えきまえイルミネーション」事業について 

 

１． 開会点鐘 

２．ロータリーソング 「それでこそロータリー」 

３．ゲスト紹介 海南青年会議所 

 理事長 角田 周士郎 様 

            同 子供たちの未来をつくる委員会 

                委員長 島田 成生 様 

４．ビジター紹介    和泉 RC 中  勇人 様 

（地区幹事） 

５．出席報告 

会員総数 45名 出席者数 20 名 

出席義務規定適用免除会員  3 名 

出席率 48.78%  前回修正出席率 70.73% 
 

６．会長スピ-チ        会長 中村 俊之 君 

皆さんこんにちは、本日も例

会に出席いただきありがとうご

ざいます。先ず、和泉ＲＣ所属・

地区幹事の中 勇人（なか はや

と）様、ようこそ海南東ＲＣへ

お越しくださいました。会員一

同、歓迎いたします。 

さて、本日 10月 24日は「世界ポリオデー」とし

て、世界がひとつになってポリオ根絶を応援する日

となっています。ロータリーは、過去 35 年以上に

わたりポリオ根絶活動を行ってきました。ポリオを

世界からなくすという私たちの目標は今、達成まで

本当にあと少しのところにきています。引き続き根

絶に向けて活動の支援をしていきたいと考えてい

ます。皆様も引き続きご協力お願いいたします。 

本日卓話は海南青年会議所さんに「えきまえイル

ミネーション」事業について講演していただきます。

海南青年会議所理事長の角田周士郎（すみた しゅ

うじろう）様、子ども達の未来をつくる委員会・委

員長の島田成生（しまだ なりせい）様、後ほど直

前理事長 寺下 裕嵩（てらした ゆたか）様もお

越し頂けるとお聞きしています。 

本日は公私お忙しい中、海南東ロータリークラブ

例会にお越しいただき誠にありがとうございます。 

皆さんもご存知かとは思いますが、「えきまえイ

ルミネーション」は 2019 年より開始され今年４年

目を迎える、和歌山マリーナシティで行われる「フ

ェスタルーチェ」の玄関口である海南駅前を駅前広

場の 7本の街路樹に細かな LED電球を、大きな木に

は球体の飾りを付け、一帯を彩るイベントで、冬野

風物詩となっています。補助金事業として開始され

４年目を迎え、夏の『ふるさと海南まつり』と同じ

く街ぐるみのイベントとして協賛を募り、2023 年

には実行委員会を立ち上げる計画となる予定とお

聞きしています。海南東ＲＣも協賛団体として本年

7月 27日の調印式にて調印をしてきました。 

我々ロータリークラブも、ＲＣＣ（ロータリー地

域社会共同隊）など、地域他団体との共同事業が重

要視されてきおり、ロータリーのネットワーク、ブ

ランド力、会員の専門知識などを生かし、持続可能

なプロジェクトを通じてよりよい地域社会をつく

ることを目指し、地元の人たちの知識や能力を引き

出すと同時に、ロータリーのインパクトと参加者基

盤の拡大を促していかなければなりません。またこ

のような活動を通じともに活動することで将来の

会員増強にもつながるものと考えています。後ほど

ご講演よろしくお願いいたします。 

【報告事項】 

地区大会記念ゴルフ大会  10月 18日（火）に

有田東急ゴルフクラブにて開催されました。参加し

ていただいた、谷脇さん、寺下さん、楠部さん、前

田さんお疲れ様でした。 
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会長 中村 俊之    幹事 千賀 知起   ＳＡＡ 田中 淳 

D i s t r i c t  2 6 4 0  J a p a n 

 CLUB JAPAN 

ＲＩ会長 ジェニファー・ジョーンズ 

イマジン ロータリー 

10 月は地域社会の経済発展月間 

米山月間です。 



次に、毎年行っている、こども食堂への支援を今

年も行います。黒江子供食堂「おなかすーた」へは

11 月 16 日水曜日 17 時 30 分頃。内海 きうち子供

食堂へは、11 月 18 日金曜日 16 時頃から。紀美野 

きのこ食堂へは、12月 9日金曜日 17時頃から。 

訪問し寄付金をお渡しします。社会奉仕委員会委

員会のメンバーさんにはライングループにて既に

連絡させていただいています。今のところ、紀美野

きのこ食堂さんへは、山畑さん、楠部さんが、黒江

こども食堂さんへは毎月お手伝いとして参加され

ている榊原さんが一緒に行っていただけることと

なっています。会員の方で一緒に行っていただける

方は事務局までご連絡お願いします。 

最後になりますが、クラブ定款（第 13 条 第５

節）、クラブ細則第３条第１節の定めるところによ

り、次年度役員、理事を選挙するための候補者を立

てるため、年次総会の 1か月前の例会において指名

委員会の設置をお諮りしなければなりません。つき

ましては指名委員会メンバーを理事会メンバーと

したいと考えています。ご承認お願いいたします。 

 

７．幹事報告       幹事 千賀 知起 君 

〇例会臨時変更のお知らせ 

 那智勝浦 RC 11 月 10 日（木）→11 月 10 日（木） 

大門坂石碑周辺の清掃  

 和歌山中 RC 11 月 11 日（金）→11 月 9 日（水） 

18：30～ アバローム紀の国 

      （和歌山東南 RC との合同例会） 

 和歌山北 RC 11 月 14 日（月）→11 月 14 日（月） 

18：30～ アバローム紀の国 

  （和歌山アゼリア RC との合同夜間例会） 

 粉河 RC   11 月 16 日（水）→11 月 16 日（水） 

8 時集合 社会奉仕作業 

           （黒津時計塔付近除草） 

 紀の川市黒土 国道２４号線 

        11 月 30 日（水）→11 月 30 日（水） 

ワイン例会 御坊市 

和歌山東 RC 11 月 17 日（木）→11 月 18 日（金） 

16 時～ 長野県松本市ホテルブエナビスタ 

（松本空港 RC 創立３５周年記念式典） 

田辺東 RC  11 月 30 日（水）→11 月 30 日（水） 

12:30～ 移動例会（株）カナセ 

〇休会のお知らせ  

 那智勝浦ＲＣ  11 月 3 日（木・祝）24 日（木） 

 和歌山中 RC  11 月 4 日（金）25 日（金） 

 和歌山北 RC  11 月 7 日（月） 

 田辺東 RC   11 月 23 日（水・祝） 

 粉河 RC    11 月 23 日（水・祝） 

〇新事務所への移転のお知らせ 

 海南ＲＣ 新事務所 ： 海南市名高５０４－１ 

      例会場  ：   同上 

 

８．委員会報告  米山奨学委員長 重光 孝義 君 

 今月は、米山月間です。今月最後の例会です。今

一度、皆様のご協力をお願いします。 

９．ゲスト卓話 

海南青年会議所 理事長 角田 周士郎 様 

          同 子供たちの未来をつくる委員会 

                委員長 島田 成生 様 

はじめに、海南青年

会議所について少しだ

けご紹介いたします。

私たち海南青年会議所

は 20 歳から 40 歳まで

の青年が、「地域を元気

にしたい！」という目標に向かって活動しています。 

昨年は、４月にロボットプログラミングを体験し

ようを開催し、30 名の小学生にプログラミングを

学ぶ機会を提供しました。7月には、テイクアウト

マルシェイン海南を開催し、キッチンカーを中心に

出店いただき、ドライブスルー形式で販売するイベ

ントを開催し、500名の方にお越し頂き、コロナ禍

で落ち込んだ飲食業界と地域を盛り上げました。 

えきまえイルミネーションについてご説明させ

ていただきます。2019 年にはじめたこの事業は、

海南駅西広場をイルミネーションで彩り、エリアに

付加価値を与えることで、多くの人々に集まってい

ただける場を創造し、地域活性化の一助となること

を目指し開催してきました。また、昨今の新型コロ

ナウイルス感染拡大にも負けず、毎年さまざまな趣

向を凝らしたイルミネーションの点灯を行ってお

ります。 

 第 1回えきまえイルミネーションは、和歌山マリ

ーナシティで、イルミネーションの点灯を行ってい

る、フェスタルーチェ実行委員会様とのコラボレー

ションで初声（うぶごえ）をあげました。 

初日には、海南市長を招き、点灯式を盛大に行いま

した。この日は飲食ブース

の出店やオリジナル竹灯

籠などの作成を行い、約

1,000名の人々に参加して

頂き、大いに盛り上がりま

した。予算は約 150 万円、

うち自己資金 72 万円、海南市のまちづくりイベ

ント補助金 50 万円、団体、企業様からの協賛金 

28 万円です。翌年の第 2 回えきまえイルミネーシ

ョンは、新型コロナウィルス感染症の影響で、点灯

式を盛大に開催するこ

とはできませんでした

が、サンサンタウン中

央通り店会にもご協力

頂き、海南駅前西広場

から海南 nobinos まで

イルミネーションのエ

リアを拡大しました。予算は約 190万円、うち自己

資金 28 万円、海南市のまちづくりイベント補助

金 40万円、団体、企業様からの協賛金 123万円

です。そして昨年の第 3回えきまえイルミネーショ

ンは、点灯式の前にキッズコレクションを開催しま

した。海南市、紀美野町の小学生がプロの美容師に 



メイクをしてもら

い、自分の好きな服

装でランウェイを

歩くイベントを開

催しました。点灯式

には、神出市長とフ

ェスタルーチェ実行委員会 古澤会長、キッズコレ

クションの優勝者に点灯ボタンを押してもらい、盛

り上げて頂きました。予算は約 152万円、うち自己

資金 72 万円、海南市のまちづくりイベント補助

金 30 万円、団体、企業様からの協賛金 50 万円

です。 

 過去３回の開催を経てえきまえイルミネーショ

ンは、海南の冬の風物詩として認知されてきました。 

これからのえきまえイルミネーションは、海南市を

元気にしたい人たちが、みんなで活用できる場所を

作りたい！地域のみんなで作り上げるイルミネー

ションにしたい！地域の人たちをつなげて海南市

に活気を取り戻したい！えきまえイルミネーショ

ンをきっかけに、多くの人々が輝き、その活動が一

つになることで、海南市が活気あふれる街になって

ほしい、そんな未来を目指しています。今後は皆様

と共に作り上げていくために「えきまえイルミネー

ション実行委員会」を立ち上げる計画をしておりま

す。海南市観光協会、海南商工会議所青年部、自治

労海南市職員組合、海南特産家庭用品協同組合、海

南納税協会、海南東ロータリークラブ、紀州漆器協

同組合青年部、海南青年会議所が発足時の実行委員

会を組織して取り組みます。皆様のご協力をお願い

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 2115回 2022年 11月 7(月) 

海南商工会議所 4F 19:00～ 

お誕生日、結婚記念日のお祝い 
 

 

 

 

 

中  勇人 様  本日メーキャップします。よろし

（和泉 RC）     くお願いします。 

寺下  卓 君  中さん（和泉 RC）ようこそおい

で下さいました。 

中村 俊之 君  和泉ＲＣの中様、海南 JC 角田様 

島田様.ようこそおいで下さいま

した。 

千賀 知起 君          〃 

田中  淳 君          〃 

 

 

 

 

ヒューマンタッチ 

ロータリアンの家に避難した 

ウクライナ人家族のストーリー 
 

2022 年 2 月 24 日、ロシアがウクライナに侵攻

し、その第 22 部隊がウクライナ南東部のドニエプ

ル川沿いの街、ザポリージャの原子力発電所へと進

みました。モルフンさんの家族は、そのザポリージ

ャにありました。 

オレナ・モルフンさん（薬剤師）：戦争が始まっ

たことを知ったのは夜でした。夫に起こされ、ウク

ライナが砲撃され、ロシア軍がウクライナの国境を

越えたと言われました。夫は、戦争があるうちは私

たちに国内にはいてほしくない、ウクライナ東部か

ら離れてほしい、と言いました。私たちがどこにど

うやって行くかを話し始めたのはその時でした。 

アリサ・モルフンさん（オレナさんの娘）：戦争開

始の前日、私は友人を訪ね、彼女の家に一晩泊まり

ました。朝 6 時ごろに起こされました。まだ眠かっ

たことを覚えています。「ウクライナで戦争が始ま

った」と伝えられ、それがとても不思議に思えまし

た。最初は意味がよく分らなかったのですが、ニュ

ースを読んで、だんだん分かってくるんです。自分

の日常が壊されるというのは、なかなか一瞬では理

解できないものです。 

「ソフィアさんは絵も描き、とても上手」と RI

スタッフのカメラマン、モニカ・ロジンスカは話し

ます。「写真では笑顔ですが、心の中はまったく違

うかもしれません。この子は控えめで物静かな方で

す。プライベートな話をしたとき、手を握ると、彼



女が「過去のトラウマ」だと話

す傷跡が腕にあるのが見えま

した。そのときの表情は悲しそ

うでした。彼女は親友に会いた

がっています。みんなバラバラ

で、また会える日が来るのかど

うかも分かりません」、オレ

ナ・モルフンさんと娘のアリサ

さん、ソフィアさん、息子のヴ

ィタリイさん。「大学に通うアリサさんにとっては

難しい状況でも、人と連絡を取り合い、勉強を続け、

少しでも普通の生活ができる方が楽なのです」とウ

ィドリッキさんは話します。「一方、ソフィアさん

はとても繊細です。

彼女は芸術家の心

を持っています」。

ヴィタリイさんが

見守る中、ポーラン

ドのロータリアン、

クリスティナ・ウィ

ルチンスカ・チエミウクさんと本を読むティムー

ル・シャキロフさん。「二人の少年はごく自然に一

緒に遊んでいました」と話すのは、国際ロータリ

ー・チューリッヒ事務局のキム・ウィドリッキです。

「何年も前からお互いを知っているようでした。家

族のように、彼らの間にはとても素晴らしい絆があ

りました」 

 2 月 27 日、オレナ・モルフンさんは娘のアリサ

さんとソフィアさん、息子のヴィタリイさんと共に

ザポリージャを後にしました。 

 オレナさん：私たちはリヴィウまでの避難列車に

乗ってザポリージャを発ちました。ウクライナ西部

に残るつもりでしたが、列車を降りてリヴィウの人

たちと話すと、そこから離れたほうがいいと言われ

ました。彼らの街も砲撃されたのです。安全だと思

っていた場所が、実は安全ではなかった。ウクライ

ナ全土が危険にさらされていたのです。ボランティ

アの女の子が一緒にいてくれて、夜中もずっと話を

しました。彼女のおかげで、ポーランドに行く決断

をすることができたのです。その子のことは一生忘

れません。 

 アリサさん：ポーランドの国境を越えるとき、ど

こに行くのか、何をするのか、まったく分かりませ

んでした。計画もなにもなかったんです。ただ、最

善を尽くしたいと思っていました。歩いて国境を越

え、配送センターにたどり着きました。そこでボラ

ンティアの人たちが助けてくれました。彼らは、ウ

クライナ難民を助けたい人たちを見つけて、彼らの

家へと連れていってくれたのです。 

 4 日間にわたる 700 マイル以上の旅の末、モルフ

ンさん一家はポーランドの Puławy に到着しまし

た。そこのロータリー会員であるクリスティナ・ウ

ィルチンスカ・チエミウクさんは、息子のグルゼシ

オさんとその妻ヴェロニカ・コワルスカさんと一緒

に暮らしています。彼女は、モルフンさん一家のほ

かにも二人（ザポリージャ出身のウルザナ・シャキ

ロヴァさんとその息子ティムールさん）に家を開放

しています。 

 4 月末になると、モルフンさん一家はウクライナ

に帰れないことが分かりはじめ、不安な将来設計を

迫られることになりました。 

オレナさん：頭の中は、いつもウクライナのこと

でいっぱいです。とても辛いんです。どうすればい

いのか、どうやって生きていけばいいのだろうかと。

計画があるといえばあるのですが、それはただ一つ、

家に帰ることです。でも、この計画がすぐに実現す

るものではないことを理解しています。だから、ポ

ーランド語を勉強したり、仕事を探したり、小さな

計画を立てています。 

アリサさん：将来の希望、夢は何かというと、ザ

ポリージャは私が生まれた街なので、そこに戻りた

いです。1 週間後か 2 年後なるか、何も分からない

まま故郷を離れました。だから、まずはウクライナ

に、私の故郷に戻りたい。そして自分の人生を歩み

たい。それはすぐには無理かもしれないし、何年か

後になるかもしれません。一生できないかもしれま

せん。その場合は、どこか別の場所で人生を歩むし

かないでしょうね。 

クリスティナさん：1993 年、Puławy ロータリ

ークラブが設立された当時、議員や政治家になって

人のために行動しようと思ったら、社会活動家の魂

を持っていなければならないという思いがありま

した。それは、ポーランドではよく言われることで、

私たちは皆、それができるグループに属していまし

た。人のために行動するということが、私たちの性

格の中にすでにあったのです。ロータリーの標語で

ある「超我の奉仕」のように。ロータリークラブに

所属する私たち全員にとって、それはごく自然なこ

となのです。 

 この記事は、Rotary 誌 2022 年 10 月号に掲載さ

れ、全世界に紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「「行行動動しし、、実実践践すするるこことと

にによよりり、、  

““ロローータタリリーーのの輪輪””をを広広

2023年メルボルン国際大会にご登録ください！ 


